【６　職員の資質向上等（幼稚園型・保育所型・地方裁量型共通）】　※「審査の内容等」を自園のものに修正すること。
	認定の基準
	審査の内容等
	適否

	第７条　認定こども園は、知事が定める事項に留意して、子どもの教育及び保育に従事する者の資質の向上等を図らなければならない。
	
	

	（知事が定める事項）

①　子どもの教育及び保育に従事する者の資質は教育及び保育の要であり、自らその向上に努めること。
	（自己研鑽）
●職員研修計画により実施する。

●「職員の資質向上等に関する調書」のとおり、認定こども園の長を通じ、保育園と幼稚園双方の研修機会を確保し、研究や研修内容を伝達していく。

また、保育園や幼稚園での取り組みの先進事例等を積極的に視察することとしている。

●職員の資質向上のため、園として幼保共通の自己評価点検を実施し、運営に生かす。
	

	②　教育及び保育の質の確保及び向上を図るためには日々の指導計画の作成や教材準備、研修等が重要であり、これらに必要な時間について、午睡の時間や休業日の活用、非常勤職員の配置等、様々な工夫を行うこと。
	（指導計画の作成・教材準備、研修等の時間の確保についての工夫）
●年度始めに受講研修計画を立て、職員全員が何らかの研修を受講できるよう配慮している。

●研修時は代行職員の配置や交通費等の支給を行っている。

●実施日の調整等を実施している。

●（幼稚園・保育所）園外研修会への参加・幼稚園及び保育所職員の交流を図る・研修後の伝達研修を実施
	

	③　幼稚園教員免許状を有する者と保育士資格を有する者との相互理解を図ること。
	（相互理解のための取り組み状況）

●保育園と幼稚園双方の研修機会を確保し、研究や研修内容を伝達していく。
	

	④　認定こども園においては、教育及び保育に加え、保護者の子育てを自ら実践する力の向上につながるような子育て支援事業等多様な業務が展開されるため、認定こども園の長も含め、職員に対する当該認定こども園の内外の研修の幅を広げること。

　　その際、認定こども園の内外での適切な研修計画を作成し、研修を実施するとともに、当該認定こども園の内外での研修の機会を確保できるよう、勤務体制の組み立て等に配慮すること。
	（園内研修の実施）
●職位や経験年数に応じて階層的に行う「階層別研修」と専門分野別に区分して体系的に実施する。

●各研修のテーマや実施時期が調整しないように年間計画を立てて実施する。

（園外研修の受講）
●幼稚園団体主催の研修会

●保育協議会主催の研修会

（研修機会の確保についての工夫）
●園外研修参加のため、認定こども園の長を中心に参加調整を行う。

（勤務体制の組み立て等の配慮）
年度当初の研修計画を立てる会議により申し合わせを行う。
	

	⑤　認定こども園の長には、認定こども園を一つの園として多様な機能を一体的に発揮させる能力や地域の人材及び資源を活用していく調整能力が求められるため、こうした能力を向上させること。
	（認定こども園の長の能力向上等）
●認定こども園の園長研修や先進事例の視察

●地域内の子育て支援の力を伸ばすような研修会の実施
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